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退任の御挨拶

就任の御挨拶

同窓生の皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素から本同窓会に対し格別のご高配を賜り、心より厚く御礼申し上げます。
さて、この度任期満了により、修道学園（中・高）同窓会会長の職を退任することとなりました。
平成26年 ４ 月に前任の髙木一之会長からバトンを引き継いで以来、12年の長きにわたり、伝

統ある本同窓会の舵取りという重責を全うできましたことは、皆様の温かい支えと、関係する
全ての皆様の献身的なご協力のおかげであり、深く感謝申し上げます。
振り返りますと、在任中はまさに激動の日々であり、同時に多くの喜びに満ちた歳月であり

ました。とりわけ、昨年修道学園が「創始300周年」という偉大な節目を迎えるにあたり、同窓会として様々な事業を力
強く支えることができたことは、私にとって生涯忘れることのできない大きな誇りです。
本館建替等工事に伴う募金活動におきましても、皆様から目標を大きく上回る多大なご寄付と熱い想いを寄せていた

だき、修道ならではの絆の深さと圧倒的な行動力を改めて肌で感じる瞬間となりました。
修道で培われた「世に有為な人材の育成」という建学の精神は、時代がどのように移り変わろうとも、私たちの胸の

中で決して色褪せることはありません。　
全国、そして世界で活躍する同窓生の存在こそが母校の財産であり、現役で学ぶ後輩たちの大きな道標となっています。
今回、私は会長の職を退きますが、一人の同窓生として、これからも母校の発展と、伝統ある同窓会のさらなる隆盛

を末永く応援していく所存です。
結びになりますが、高校22回の迫谷章新会長のもと、新体制となる同窓会に対しまして、これまで以上の変わらぬご

支援とご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、会員の皆様のご健康とご多幸、そして母校・修道学園の益々
の発展を心より祈念いたしまして、退任の挨拶とさせていただきます。
長年にわたり、本当にありがとうございました。

修道学園（中・高）同窓会 会長　深山 英樹

皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
また、平素より同窓会活動ならびに母校の発展に対し、格別のご高配を賜り、心より厚く御

礼申し上げます。
このたび、深山英樹会長の任期満了による退任の後を受け、令和 ８年 ４月 １ 日から修道学園

（中・高）同窓会の会長を拝命いたしました、高校22回の迫谷　章でございます。　
歴史と伝統を誇り、国内外の各層でご活躍される多くの同窓生を擁する修道学園同窓会の会

長として、その重責に身の引き締まる思いでございます。長きにわたり諸先輩方が築き上げて
こられた本同窓会の伝統を受け継ぎながら会員相互の交流を一層深め、母校、そして同窓会のさらなる発展のため微力な
がら尽力してまいる所存でございます。
改めまして、平成26年から約12年という長きにわたり、卓越したリーダーシップで同窓会を牽引してこられた深山前

会長に、深く敬意と感謝を申し上げます。
特に、学園の歴史的節目となった「創始300周年」の記念事業を大成功へと導かれ、本館建替等工事をはじめとする母

校の教育環境整備に多大なる足跡を残された功績は、私たち同窓生にとって誠に誇らしく、深く胸に刻まれるものでござ
います。
我が母校・修道は、2025年に創始300周年という偉大な節目を越え、今まさに「次の100年」への新たな一歩を踏み出

したところですが、時代がどれほど変化しようとも、藩学「講学所」以来の伝統である「知徳併進」「世に有為な人材の
育成」という修道の精神は、我々同窓生の確固たるアイデンティティであり、後輩たちへと受け継がれるべき普遍の価値
であります。
これからの同窓会活動におきましては、深山前会長が築かれた強固な礎をしっかりと受け継ぎながら、全国、そして

世界の同窓生相互の絆をさらに深め、母校で学ぶ現役の若き後輩たちを力強く支える組織でありたいと考えております。
世代や地域を超えたネットワークを活性化し、誰もが「修道に学んで良かった」と誇れる同窓会を目指してまいります。

私も会長として全力で取り組んでまいりますので、皆様には、どうぞ変わらぬご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し
上げます。
最後になりますが、皆様のご健勝とご多幸、そして修道学園の益々の隆盛を心より祈念いたしまして、私の就任の挨

拶とさせていただきます。

修道学園（中・高）同窓会 会長　迫谷 章
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支部活動報告

関
東
支
部中

本
　
伸
也
（
高
34
回
）

2
0
2
6
年
７
月
１
日
（
水
）
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
て
、「
関
東
支
部
の
つ

ど
い
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
修
道
学
園
創
始
3
0
0

年
＋
次
の
1
0
0
年
の
最
初
の
一
歩
（
過

去
と
未
来
を
語
り
ま
し
ょ
う
）」
で
す
。

修
道
の
歴
史
は
続
き
ま
す
、
次
の
1
0
0

年
の
第
一
歩
と
し
て
の
交
流
を
深
め
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
林
正
夫
修
道
学
園
理
事

長
、
天
野
成
幸
修
道
学
園
専
務
理
事
、
迫

谷
章
同
窓
会
会
長
、
田
原
俊
典
中
学
高
校

校
長
、
太
田
英
之
近
畿
支
部
会
長
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
約
17

0
名
の

同
窓
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多

く
の
皆
様
の
ご
支
援
の
も
と
、
幹
事
学
年

で
あ
る
高
校
34
回
生
・
44
回
生
を
中
心
と

し
た
４
の
回
の
皆
々
様
で
準
備
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
成
果
で
あ
り
、
深
く
感
謝

致
し
ま
す
。

午
後
６
時
よ
り
始
ま
っ
た
講
演
会
で

は
、
元
東
京
地
検
公
安
部
に
所
属
し
、
オ

ウ
ム
真
理
教
関
連
事
件
の
捜
査
等
を
担
当

さ
れ
た
弁
護
士　

落
合
洋
司
さ
ん
（
高
34

回
）
に
「
刑
事
司
法
の
過
去
、
現
在
と
今

後
︱
36
年
の
実
務
経
験
か
ら
」
の
テ
ー
マ

で
御
講
演
頂
き
た
い
へ
ん
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
司
会
は
宮
本
知
紘
さ
ん（
高
63
回
）

に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
７
時
か
ら
は
、
関
東
支
部
の
中

本
伸
也
実
行
委
員
長
（
高
34
回
）
の
開
会

宣
言
に
よ
り
、
総
会
・
懇
親
会
が
ス
タ
ー

ト
。
会
計
報
告
、
吉
田
多
孝
会
長
（
高
29

回
）
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
紹
介
、

林
正
夫
理
事
長
の
御
挨
拶
、
迫
谷
章
同
窓

会
会
長
の
御
挨
拶
、
そ
し
て
田
原
俊
典
校

長
の
乾
杯
の
御
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

ご
来
賓
も
含
め
た
各
世
代
が
均
等
に

グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
、
世
代
を
超
え
た
交

流
の
場
と
な
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
過
去
と
未
来
を
語
り
ま
し
ょ
う
」に
沿
っ

た
同
窓
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
会
場
を
盛
り
上
げ
た
の
は
、

様
々
な
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
中
本
伸
也
実
行
委
員
長
（
高
34
回
）

の
紹
介
に
よ
り
田
中
邦
和
（
サ
ッ
ク
ス
）

さ
ん
と
佐
藤
芳
明
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）

さ
ん
に
「
ジ
ャ
ズ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

御
演
奏
頂
き
、
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
の

ご
歓
談
が
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
ず
み
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
演
奏
の
後
は
、
布
崎
嘉
樹
さ

ん
（
高
44
回
）
御
紹
介
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
小

梅
さ
ん
に
各
テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
な
が
ら

テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
を
御
披
露
頂
き
懇
親

会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
生

の
方
か
ら
「
よ
く
み
て
た
け
ど
あ
り
ゃ
あ

わ
か
ら
ん
」
と
の
声
も
頂
き
ま
し
た
。

懇
親
会
の
中
で
は
、
2
0
2
6
年
９

月
５
日
に
開
催
さ
れ
る
広
島
の
同
窓
大
会

の
御
案
内
が
今
年
度
の
同
窓
大
会
担
当
副

会
長
で
あ
る
緒
方
直
之
さ
ん
（
高
44
回
）

と
大
会
世
話
人
の
68
回
生
か
ら
ご
ざ
い
ま

し
た
。

大
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
は
、
マ
ジ
シ
ャ

ン
小
梅
さ
ん
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
と
な
り
広

島
巨
人
戦
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
、
広
島
横
浜
戦

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
多
数
の
景
品
が
用
意

さ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
年
度
の
実
行
委
員
へ
の

引
き
継
ぎ
（
４
の
回
か
ら
５
の
回
へ
）
が

行
わ
れ
、
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
校
歌

斉
唱
に
移
り
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
校

歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
稲
田
英

一
郎
幹
事
長
（
高
49
回
）
の
閉
会
宣
言
を

も
っ
て
、
午
後
９
時
に
盛
会
の
う
ち
に
閉

会
し
ま
し
た
。

本
年
の
開
催
に
あ
た
り
、
修
道
学
園
、

同
窓
会
本
部
、
同
窓
会
近
畿
支
部
を
は
じ

め
、関
係
者
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
0
2
6

2
0
2
6
年年��

��
関
東
支
部
の
つ
ど
い
開
催
報
告

関
東
支
部
の
つ
ど
い
開
催
報
告

校歌斉唱

講演「刑事司法の過去、現在と今後-36年の実務経験から」
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近
畿
支
部河

本
　
浩
二
（
高
45
回
）

令
和
７
年
12
月
7
日
（
日
曜
日
）
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
令
和
７
年

度
総
会
・
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
佐
藤

宏
介
さ
ん（
高
31
回
）、宮
本
芳
明
さ
ん（
高

40
回
）
の
司
会
の
も
と
、
67
名
の
同
窓
会

員
と
４
名
の
ご
来
賓
の
ご
参
加
を
得
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

開
始
前
に
は
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
学
校
見

学
と
し
て
現
在
の
修
道
学
園
の
写
真
を
会

場
で
流
し
、
3
0
0
周
年
記
念
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
関
東
支
部
会
長
の
弘

中
惇
一
郎
様
（
高
16
回
）
が
「
大
阪
の
想

い
出　

弁
護
士
業
務
の
中
で
」
と
い
う
演

題
で
ご
講
演
を
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

普
段
あ
ま
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
弁
護

士
の
仕
事
や
裁
判
の
様
子
に
つ
い
て
伺
う

こ
と
が
で
き
、
大
変
興
味
深
く
感
じ
ま
し

た
。総

会
で
は
会
計
報
告
、
監
査
報
告
を

行
い
、
ご
来
賓
の
修
道
学
園
同
窓
会
副
会

長
の
廣
谷
清
様
（
高
28
回
）、
関
東
支
部

会
長
の
弘
中
惇
一
郎
様
、
東
部
修
道
会
副

会
長
の
惠
谷
龍
二
様
（
高
23
回
）、
修
道

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
の
田
原
俊
典
様

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
総
会

は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

吉
井
聖
三
さ
ん
（
高
16
回
）
の
音
頭

に
よ
る
乾
杯
で
は
じ
ま
っ
た
集
い
で
は
、

恒
例
と
な
っ
た
同
窓
会
員
の
ス
ピ
ー
チ
や

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
班
O
B
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
カ
ー
プ
修
道
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
の

販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
そ
し
て
近
藤

達
夫
さ
ん
（
高
29
回
）
の
歌
唱
動
画
と
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

エ
ー
ル
、
肩
を
組
ん
で
の
校
歌
斉
唱

の
後
、
大
学
生
５
人
の
音
頭
に
よ
る
万
歳

三
唱
で
集
い
を
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
は
予
定
通
り
に
進
ま
ず
バ
タ
バ

タ
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
も

ま
た
近
畿
支
部
ら
し
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
美
味
し
い
料
理
と
仲
間
の
笑
顔
に
囲

ま
れ
て
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

近
畿
支
部河

本
　
浩
二
（
高
45
回
）

2
0
2
6
年
５
月
10
日
、
修
道
学
園

同
窓
会
近
畿
支
部
の
新
入
生
歓
迎
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
と
同
じ
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題
「
空
」
に
て
大
学
生
・

大
学
院
生
38
名
を
含
む
50
名
で
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
太
田
会
長
の
歓
迎
の
言
葉
の

後
、
乾
杯
の
音
頭
で
食
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
唐
揚
げ
や
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
牛
と
豚
の

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
等
、
美
味
し
い
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

会
の
半
ば
で
大
学
生
か
ら
高
校
時
代

の
ク
ラ
ブ
活
動
や
４
月
か
ら
の
新
生
活
に

つ
い
て
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
一
方
社
会
人
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
経

験
を
踏
ま
え
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し

た
。
人
生
に
と
っ
て
大
切
な
４
つ
の〝
H
”

や
防
災
の
意
識
な
ど
若
手
の
み
な
ら
ず
社

会
人
に
と
っ
て
も
役
に
立
つ
話
が
聞
け
ま

し
た
。

そ
の
後
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
会
は
進
行
し
ま
し
た
。
年
齢
や
立

場
が
違
っ
て
も
同
じ
修
道
出
身
と
い
う
だ

け
で
通
じ
合
え
る
も
の
が
あ
る
の
は
本
当

に
貴
い
こ
と
で
す
ね
。

会
の
終
わ
り
に
は
佐
藤
副
会
長
か
ら

締
め
の
挨
拶
と
と
も
に
、
そ
の
日
の
広
島

カ
ー
プ
の
勝
利
が
報
告
さ
れ
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
修
道
校
歌
を
斉
唱
し
た
の
ち
、

太
田
会
長
の
エ
ー
ル
で
会
を
締
め
ま
し
た
。

修
道
学
園
同
窓
会
近
畿
支
部
で
は
新

入
生
歓
迎
交
流
会
な
ど
大
学
生
、
大
学
院

生
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
令
和
77
年
度
年
度

��
近
畿
支
部
総
会
・
集
い
の
報
告

近
畿
支
部
総
会
・
集
い
の
報
告

令
和
令
和
88
年
度
年
度

��

新
入
生
歓
迎
懇
親
会
の
報
告

新
入
生
歓
迎
懇
親
会
の
報
告

総会での集合写真

集合写真
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九

修

会石
本
　
俊
亮
（
高
27
回
）

令
和
７
年
の
総
会
は
、
博
多
駅
近
く

の
博
多
八
仙
閣
本
店
に
お
い
て
11
月
16
日

日
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
田
原
学
校
長
、
深
山
同
窓

会
長
を
お
迎
え
し
、
九
修
会
会
員
14
名
、

令
和
７
年
九
州
地
区
進
学
者
４
名
に
加

え
、
3
0
0
周
年
同
窓
大
会
世
話
人
で
あ

る
久
保
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
合
計
21
名

で
行
い
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
で
は
、
近
藤
九
修
会
会
長

よ
り
3
0
0
周
年
の
同
窓
大
会
の
概
要
や

当
日
配
付
さ
れ
た
記
念
誌
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
田
原
学
校
長
か
ら

は
、
吉
川
晃
司
氏
と
の
対
談
裏
話
を
お
話

し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
記
念
行
事
の
内

容
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
山
同
窓

会
長
か
ら
の
修
道
学
園
創
始
3
0
0
周
年

に
合
わ
せ
、
カ
ー
プ
初
優
勝
か
ら
50
年
、

毛
利
輝
元
没
後
4
0
0
年
と
い
っ
た
記
念

の
年
で
あ
る
こ
と
や
、
広
島
城
の
改
築
計

画
な
ど
広
島
の
変
化
に
つ
い
て
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
吉
川
晃
司
氏
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
製
作
さ
れ
た
記
念
ム
ー
ビ
ー

「
道
は
、未
来
へ
つ
な
が
る
」
を
視
聴
し
、

総
会
参
加
者
は
、
改
め
て
修
道
の
大
き
な

存
在
を
感
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
進
学
者
か
ら
は
、
元
気
に
大
学

生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
事
を
報
告
い
た
だ

き
、
先
輩
か
ら
は
、
大
学
時
代
に
経
験
す

べ
き
事
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら
れ
、

年
齢
差
は
あ
る
も
の
の
、
和
気
藹
々
と
し

た
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓

大
会
世
話
人
の
久
保
様
か
ら
、
記
念
グ
ッ

ズ
を
紹
介
い
た
だ
き
、
記
念
に
T
シ
ャ
ツ

な
ど
を
買
い
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
校
歌
を
全
員
で
歌
い
、
万
歳

三
唱
を
行
っ
て
、
無
事
に
総
会
を
行
う
事

が
出
来
ま
し
た
。

東
部
修
道
会三島

　
敦
宏
（
高
45
回
）

私
は
、
10
年
程
前
に
剣
道
を
再
開
し

た
。 10

年
前
と
言
え
ば
、
カ
ー
プ
が
25
年

振
り
に
リ
ー
グ
優
勝
し
た
年
で
あ
る
。
と

い
っ
て
も
、
剣
道
再
開
と
カ
ー
プ
優
勝
と

は
ま
っ
た
く
関
係
は
な
い
。 

き
っ
か
け
は
、
私
の
次
女
が
近
所
の

お
姉
ち
ゃ
ん
に
憧
れ
、
剣
道
の
道
場
へ
入

会
し
た
こ
と
だ
っ
た
。 

次
女
が
楽
し
そ

う
に
稽
古
に
行
く
姿
を
見
て
、
つ
い
言
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

「
実
は
父
さ
ん
も
剣
道
し
と
っ
た
ん

で
ー
。
結
構
強
か
っ
た
ん
じ
ゃ
け
ー
」、 

と
私
。 

「
ほ
ん
ま
ー
？
じ
ゃ
あ
、
お
父
さ
ん

も
一
緒
に
剣
道
や
ろ
う
や
ー
」、
と
次
女
。 

無
論
、
可
愛
い
娘
に
誘
わ
れ
た
ら
断

る
選
択
肢
は
無
く
、
鼻
の
下
を
伸
ば
し
て

剣
道
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

話
を
戻
す
と
、
25
年
ぶ
り
に
再
開
し

た
剣
道
だ
が
、
私
の
剣
道
の
ル
ー
ツ
は
や

は
り
修
道
で
の
剣
道
班
で
あ
ろ
う
。 

私
は
中
学
１
年
の
冬
に
剣
道
班
に
入

部
し
た
。
当
時
の
顧
問
は
山
内
先
生
と
池

田
先
生
。
山
内
先
生
は
剣
道
の
有
段
者
で

私
た
ち
に
稽
古
を
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
池

田
先
生
は
遠
征
な
ど
の
引
率
を
し
て
い
た

だ
い
た
。 

そ
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
毎
年
県

大
会
に
出
場
で
き
る
ほ
ど
強
く
な
る
こ
と

が
で
き
た
。
夏
休
み
に
は
学
校
に
宿
泊
し

て
合
宿
稽
古
を
し
た
り
、
福
岡
県
で
行
わ

れ
る
玉
竜
旗
剣
道
大
会
に
遠
征
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
剣
道
班
の
仲
間
と
は
お
互
い

に
多
感
な
年
頃
で
、
す
れ
違
い
も
ケ
ン
カ

も
し
た
。
何
人
か
の
仲
間
に
謝
っ
て
い
な

い
こ
と
を
、今
に
な
っ
て
反
省
し
て
い
る
。

他
校
と
の
合
同
稽
古
も
、
可
部
高
校
、

広
島
学
院
な
ど
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
広
島
女
学
院
と
の
合
同
稽
古
だ
っ

た
。
広
島
女
学
院
の
可
憐
な
女
子
生
徒
た

ち
が
、
我
が
校
の
男
臭
～
い
剣
道
場
に
来

て
一
緒
に
稽
古
し
た
の
だ
。

こ
の
夢
の
よ
う
な
合
同
稽
古
を
実
現

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
は
、
今
ど
き
風

に
言
え
ば
「
神
対
応
」
と
い
う
べ
き
か
。

さ
て
今
年
６
月
に
三
次
市
で
開
催
さ

れ
た
県
総
体
の
個
人
戦
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
場
で
山
内
先
生
が
私
を
見
つ
け
て

声
を
掛
け
て
下
さ
り
、
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
山
内
先
生
も
修

道
生
の
応
援
に
来
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
な
ん
と
私
の
次
女
の
試
合
も

見
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

実
は
私
が
剣
道
を
再
開
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
次
女
が
小
学
生
の
頃
、
コ
ロ

ナ
禍
の
少
し
前
だ
が
、
一
緒
に
修
道
を
訪

れ
剣
道
の
稽
古
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
。

山
内
先
生
を
は
じ
め
、
高
木
先
生
や

第第
3232
回
　
九
修
会
総
会

回
　
九
修
会
総
会

��
（
令
和

（
令
和
７７
年年
1111
月月
1616
日
）
報
告

日
）
報
告

剣
道
で
つ
な
が
る
愛

剣
道
で
つ
な
が
る
愛

九修会総会：R ７ 年11月16日博多八仙閣本店にて
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剣
道
班
の
生
徒
た
ち
も
、
次
女
を
快
く
稽

古
に
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
修
道
生

に
負
け
ま
い
と
稽
古
し
た
次
女
は
今
や
高

校
２
年
生
と
な
り
、
昨
年
と
今
年
２
年
連

続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
団
体
出
場
し
、
国
ス

ポ
広
島
代
表
の
最
終
選
考
ま
で
残
る
選
手

と
な
っ
た
。

こ
の
久
し
ぶ
り
の
山
内
先
生
と
の
再

会
で
、
あ
ら
た
め
て
先
生
の
お
心
遣
い
と

生
徒
愛
に
深
く
感
服
し
た
。
遠
方
の
会
場

ま
で
生
徒
の
応
援
に
来
ら
れ
、
そ
し
て
広

い
会
場
の
中
で
私
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

り
、
ま
た
私
の
次
女
の
試
合
ま
で
見
て
く

だ
さ
る
。
こ
の
よ
う
な
修
道
の
先
生
方
の

生
徒
愛
、
人
間
愛
が
、
3
0
0
年
も
の
長

い
修
道
の
歴
史
を
つ
な
い
で
い
る
の
だ
、

と
私
は
改
め
て
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い
や
、
も
し
か
し
た
ら
卒
業
後
30
年
以
上

経
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
先
生
方
の
愛
に

気
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。私

が
修
道
に
入
学
し
て
い
な
け
れ
ば
、

ま
た
剣
道
班
に
入
部
し
て
い
な
け
れ
ば
、

も
し
か
し
た
ら
私
は
剣
道
を
し
て
い
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
私
が
現
在

は
福
山
市
に
移
り
住
み
、
近
く
の
道
場
で

子
供
た
ち
に
剣
道
を
教
え
て
い
る
。
修
道

剣
道
班
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
人
間
愛

を
、
自
分
の
教
え
子
た
ち
に
も
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。

江
能
修
友
会山

下
　
江
（
高
23
回
）

江
能
修
友
会
は
、江
田
島
・
能
美
島
（
江

田
島
市
）
か
ら
の
船
通
学
者
を
中
心
に
江

田
島
市
と
ゆ
か
り
の
あ
る
修
道
高
校
O
B

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
で
設

立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
年
は
、

総
会
・
懇
親
会
が
、６
月
21
日
（
日
）
お
昼
、

割
烹
大
学
（
大
柿
町
）
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
修
道
高
校
田
原
校
長
・
修
道
同
窓

会
田
戸
副
会
長
も
ご
来
島
い
た
だ
き
、
17

名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

山
下
江
会
長
（
高
23
回
）、
美
濃
英
俊
事

務
局
長
（
高
42
回
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
こ
の
度
、
全
国
約

１
万
2
0
0
0
件
の
応
募
の
中
か
ら
「
エ

プ
ソ
ン
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
」（
優
勝
）

を
受
賞
し
た
平
野
良
雄
副
会
長
（
高
23
回

生
）
か
ら
、写
真
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

題
名
は
「
虹
を
纏
う
」（
ま
と
う
）。
７
年

間
に
わ
た
り
自
宅
（
江
田
島
市
）
の
庭
に

来
る
鳥
を
逆
光
の
中
で
撮
影
し
た
も
の
か

ら
７
点
を
出
展
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
江
田
島
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
来
ら
れ
そ
の
ま
ま
家
族
で
同
市

に
移
住
し
た
後
藤
峻
幹
事
（
高
54
回
生
）

が
、
自
身
が
経
営
す
る
一
般
社
団
法
人
フ

ウ
ド
の
海
の
環
境
保
全
活
動
を
、
昨
年
開

催
さ
れ
た
関
西
万
博
に
て
紹
介
し
た
こ
と

な
ど
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
が
、
最
近
の

近
況
に
つ
い
て
み
な
で
報
告
し
あ
い
ま
し

た
。
笑
い
が
絶
え
な
い
和
や
か
な
雰
囲
気

に
て
、
懇
親
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
初
参

加
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
江
田

島
市
に
関
係
の
あ
る
同
窓
生
は
、
来
年
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

修
道
医
会松

本
　
正
俊
（
高
42
回
）

修
道
医
会
は
修
道
学
園
を
卒
業
し
、

主
と
し
て
広
島
県
内
で
医
師
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
方
々
の
集
ま
り
で
あ
り
、
会
員

数
は
現
在
99

6
名
で
す
。
昭
和
31
年
７

月
１
日
に
発
足
し
て
以
降
、
毎
年
１
回
の

総
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
家
族
会
（
野
球
観

戦
）
等
を
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
か

ら
学
生
部
会
を
つ
く
り
（
現
在
会
員
数
72

名
）、
広
島
大
学
医
学
部
の
在
学
生
の
み

な
ら
ず
、
他
大
学
医
学
部
の
在
学
生
に
も

よ
び
か
け
て
部
会
と
し
て
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
は
、
令
和
７
年
８
月

２
日
（
土
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
午
後

４
時
30
分
か
ら
の
評
議
員
会
・
総
会
に

お
い
て
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
や

第第
3232
回
江
能
修
友
会
報
告

回
江
能
修
友
会
報
告

修
道
医
会

修
道
医
会

令
和
令
和
７７
年
度
（
第

年
度
（
第
6969
回
）
総
会
　
報
告

回
）
総
会
　
報
告

エプソンフォトグランプリを受賞した平野副会長の説明

懇親会開始時の集合写真（割烹大学・大柿町）
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決
算
報
告
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
26

回
学
術
奨
励
賞
は
受
賞
者
２
名
で
、
京

道
人
先
生
（
高
55
回
：
広
島
大
学
原
爆

医
科
学
研
究
所　

放
射
線
災
害
医
療
開

発
研
究
分
野 

助
教
）
が
、“Respiratory 

V
irus-Specific N

asopharyngeal 
Lipidom

e Signatures and Severity 
in Infants W

ith B
ronchiolitis: A

 
Prospective M

ulticenter Study 
J Infect D

is. 2023;228:1410-1420.”

の

論
文
業
績
で
受
賞
、
武
本
健
士
郎
先
生

（
高
58
回
：
広
島
大
学
病
院　

泌
尿
器

科 

助
教
）
が
、“Im

pact of low
 and 

high body m
ass index on predicting 

therapeutic efficacy and prognosis 
in patients w

ith m
etastatic renal 

cell carcinom
a treated w

ith first-
line tyrosine kinase inhibitors

（
一

次
治
療
と
し
て
チ
ロ
キ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
阻

害
薬
が
導
入
さ
れ
た
転
移
性
腎
細
胞
癌
患

者
に
お
け
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
治
療
効
果
お
よ

び
予
後
に
及
ぼ
す
影
響
）International 

Journal of U
rology, 30: 319-327, 

2023.”

の
論
文
業
績
で
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
第
23
回
社
会
功
労
賞
は
、
石
光
秀
年

先
生
（
高
31
回
：
似
島
診
療
所 

所
長
）

が
、
長
年
に
わ
た
り
島
内
の
公
衆
衛
生
活

動
全
般
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
受

賞
、
第
15
回
文
化
功
労
賞
は
田
原
昌
博
先

生
（
高
42
回
：
広
島
中
央
通
り
こ
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク 

院
長
）
が
、　

小
説
「
た
す
き
」

の
執
筆
を
通
じ
て
移
植
医
療
へ
の
理
解
促

進
・
啓
発
活
動
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
午
後
５
時
30
分
か
ら
の
特
別

講
演
（
ⅰ
）
で
は
岡
田
剛
先
生
（
高
42

回
：
広
島
大
学 

大
学
院
医
系
科
学
研
究

科　

精
神
神
経
医
科
学　

教
授
）
よ
り
、

〝
う
つ
病
の
診
断
は
〝
見
え
る
化
”
で
き

る
の
か
？　

︱
脳
科
学
と
A
I
に
よ
る
挑

戦
︱
”
と
題
し
た
ご
講
演
を
拝
聴
し
、
特

別
講
演
（
ⅱ
）
で
は
、原
純
氏
（
高
30
回
：

株
式
会
社　

原
本
店　

代
表
取
締
役　

蔵

元
杜
氏
）
よ
り
、〝
蓬
莱
鶴
の
酒
造
り
”

と
題
し
た
ご
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

午
後
７
時
か
ら
は
懇
親
会
を
開
き
ま

し
た
。
会
長
の
板
本
敏
行
先
生（
高
28
回
：

県
立
広
島
病
院
院
長
）
の
ご
挨
拶
に
引
き

続
き
、
ご
来
賓
の
林
正
夫
修
道
学
園
理
事

長
、
深
山
英
樹
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同

窓
会
会
長
、
田
原
俊
典
修
道
中
・
高
等
学

校
校
長
よ
り
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
前
述
の
３
つ
の
賞
の
表
彰
と
受
賞

者
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
理

事
長
就
任
の
ご
挨
拶
を
髙
澤
篤
之
先
生

（
高
50
回
：
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会　

ヒ
ロ
シ
マ
平
松
病
院　

理
事
長
）
に
い
た

だ
き
、
修
道
医
会
新
会
長
の
石
橋
克
彦
先

生
（
高
33
回
：
中
電
病
院 

院
長
）
に
会

長
就
任
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
部
会
部
会
長
の
挨
拶
、
校

歌
斉
唱
後
に
土
肥
雪
彦
先
生
（
高
６
回
）

よ
り
万
歳
三
唱
の
音
頭
を
い
た
だ
き
、
最

後
は
事
務
局
長
の
松
本
（
高
42
回
）
の
閉

会
の
辞
で
盛
会
裏
に
会
を
終
え
ま
し
た
。

今
年
も
こ
の
会
に
よ
り
修
道
健
児
の

心
意
気
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
各
分

野
で
の
個
々
の
活
躍
と
修
道
同
窓
生
と
し

て
の
連
携
を
確
認
し
た
次
第
で
す
。

広
島
修
道
歯
科
医
会

毛
利
　
雅
哉
（
高
31
回
）

令
和
７
年
11
月
15
日
（
土
）
午
後
４

時
よ
り
、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
広
島
に
お
い
て
標
記
の
会
が
開
催
さ
れ

た
。
物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
総
会
に
入

り
、
川
原
正
照
会
長
が
１
日
に
開
催
さ
れ

た
修
道
学
園
創
始
3
0
0
周
年
記
念
式
典

に
つ
い
て
話
を
し
た
。
報
告
事
項
の
後
役

員
改
選
を
行
い
、
川
原
会
長
の
３
期
目
の

会
長
就
任
が
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。
そ

の
後
「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
治
療
戦
略
」
と
題
し
、
正
木
千
尋
九

州
歯
科
大
学
口
腔
再
建
補
綴
学
分
野
教
授

（
高
45
回
）
が
講
演
を
行
い
、
欠
損
部
位

に
義
歯
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
で
補
綴
し
た
後

は
食
事
指
導
等
で
術
後
管
理
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
力
説
さ
れ
た
。
懇

親
会
で
は
林
正
夫
理
事
長
、
田
原
俊
典
校

長
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
修
道
創
始

3
0
0
周
年
記
念
と
し
て
本
会
か
ら
寄
付

第第
6262
回
　
広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会

回
　
広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会

総会の様子

原純様（高30回）による特別講演「蓬莱鶴の酒造り」
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金
が
林
理
事
長
に
手
渡
さ
れ
た
。
学
年
や

地
区
も
違
う
開
業
医
が
〝
修
道
”
と
い
う

歴
史
あ
る
家
に
集
い
、
和
気
藹
々
と
素
晴

ら
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
後
、
校
歌
を
斉

唱
し
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

広
島
市
修
道
会長田

　
開
（
高
67
回
）

広
島
市
修
道
会
は
、
広
島
市
役
所
に
勤

務
す
る
職
員
の
う
ち
、
修
道
中
学
・
高
等

学
校
及
び
修
道
大
学
の
卒
業
生
約
2
0
0

名
を
会
員
と
し
て
構
成
し
て
お
り
、
同
様

に
卒
業
生
の
市
議
会
議
員
の
先
生
方
に
も

顧
問
と
し
て
入
会
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。例

年
は
、
総
会
及
び
懇
親
会
（
御
来

賓
と
し
て
修
道
中
学
・
高
等
学
校
と
修
道

大
学
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
校
長
と
学
長
の
御

臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。）
の
ほ
か
、

役
員
会
や
幹
事
会
な
ど
年
数
回
程
度
会
員

が
顔
を
合
わ
せ
、
在
学
時
代
の
思
い
出
を

語
り
合
い
な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
機
会
を

設
け
て
お
り
、
市
役
所
の
中
で
も
歴
史
の

長
い
同
窓
会
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。昨

年
度
は
令
和
８
年
２
月
４
日
に
広

島
市
文
化
交
流
会
館
に
て
総
会
及
び
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
御
来
賓

と
し
て
修
道
中
学
・
高
等
学
校
よ
り
田
原

校
長
に
御
臨
席
を
賜
り
、
顧
問
で
あ
る
市

議
会
議
員
６
名
を
合
わ
せ
て
総
勢
43
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
例
年
御
来

賓
と
し
て
御
臨
席
を
賜
っ
て
い
る
大
学
の

矢
野
学
長
は
、
所
用
に
よ
り
御
欠
席
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
計
・
監
査
報
告
の
後
、

人
事
異
動
に
伴
う
役
員
の
変
更
等
に
つ
い

て
の
議
題
審
議
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
田

原
校
長
に
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

の
近
況
も
交
え
た
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
御
欠
席
さ
れ
た
矢
野
学
長

か
ら
は
大
学
の
近
況
を
交
え
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
員
の
多
く
は
、
卒
業
後
に

学
園
に
つ
い
て
触
れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
中
学
・
高
校
、
大
学
と
も
に

今
も
な
お
発
展
し
続
け
て
い
る
近
況
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
在
学
時
代
の
思
い
出
に

浸
る
と
と
も
に
、
大
変
誇
ら
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
公
私
と
も

御
多
用
の
中
御
出
席
を
い
た
だ
き
、
心
温

ま
る
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
田
原
校

長
、
御
多
用
の
中
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
矢
野
学
長
の
お
二
方
に
は
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
修
道
学
園
創
始
3
0
0

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
た

め
、
例
年
行
っ
て
い
る
ビ
ン
ゴ
大
会
の
代

わ
り
に
、
修
道
学
園
創
始
3
0
0
周
年
ス

ペ
シ
ャ
ル
ム
ー
ビ
ー
の
上
映
を
行
い
ま
し

た
。
修
道
学
園
が
存
亡
の
機
に
何
度
も
直

面
し
な
が
ら
、
先
人
の
情
熱
と
努
力
に

よ
っ
て
3
0
0
年
の
歴
史
を
刻
む
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
学
び
、
参
加
者
の
母
校
修

道
学
園
へ
の
想
い
が
よ
り
一
層
深
く
な
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
再
び
田
原
校

長
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
い
ま
や
〝
修

道
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
”
で
あ
り
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
ム
ー
ビ
ー
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し

た
吉
川
晃
司
さ
ん
と
の
対
談
の
際
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
修
道
会
で
し
か
聞
く
こ
と
の
で

き
な
い
貴
重
な
裏
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

昨
今
は
、
市
役
所
内
で
も
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
新
規
会
員
の
勧
誘
が
な

か
な
か
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
役
所
と
い
う
大
所
帯
の
中

で
、
同
窓
の
先
輩
後
輩
が
一
堂
に
会
し
語

り
合
う
機
会
は
非
常
に
貴
重
で
あ
る
た

め
、
今
後
と
も
会
員
が
楽
し
め
る
よ
う
な

様
々
な
企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
若
手
会

員
を
増
や
す
と
と
も
に
、
広
島
市
修
道
会

を
更
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
令
和
77
年
度
広
島
市
修
道
会

年
度
広
島
市
修
道
会

��

活
動
報
告

活
動
報
告

第62回修道歯科医会集合写真

懇親会で挨拶をする田原校長
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同窓生だより
修
道
十
日
会

修
道
十
日
会�

�
�

�
��

卒
業
六
十
八
周
年
同
期
会

卒
業
六
十
八
周
年
同
期
会

池
本
　
章
（
高
10
回
）

去
る
花
見
の
日
、
四
月
三
日
「
半
べ

え
」
で
32
名
が
集
い
（
前
回
出
席
者
は
38

名
）
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
重
森
三
玲
作

の
庭
園
で
桜
花
の
も
と
記
念
撮
影
を
す
ま

せ
、
12
時
よ
り
開
会
し
ま
し
た
。
黙
祷
の

後
（
こ
の
一
年
間
で
５
名
逝
去
）、
世
話

人
代
表
杉
原
君
か
ら
創
始
三
〇
〇
周
年
記

念
事
業
へ
の
寄
付
金
目
標
達
成
の
お
礼
の

挨
拶
、
遠
来
の
秋
光
純
君
、
山
本
修
也
君

両
名
の
乾
杯
発
声
の
後
、
歓
談
に
入
り
ま

し
た
。
懇
談
の
途
中
、
訃
報
５
名
の
中
１

人
、有
本
啓
治
君
は
生
前
に
旭
日
小
綬
章
、

故
望
月
昭
君
、
佐
々
木
正
博
君
、
髙
木
一

之
君
も
同
じ
旭
日
小
綬
章
、
秋
光
純
君
は

瑞
宝
中
綬
章
と
紫
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
各
人
の

ス
ピ
ー
チ
、
小
滝
凡
人
君
の
長
生
き
音
頭

の
歌
謡
指
導
も
あ
り
２
時
間
半
は
あ
っ
と

い
う
間
に
経
ち
、林
一
之
君
の
校
歌
斉
唱
、

東
水
豊
君
の
締
め
で
、
一
年
後
に
再
会
を

約
し
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
散
会
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
に
あ
た
り
修
道

後
輩
の
「
半
べ
え
」
金
井
社
長
に
は
送
迎
・

設
営
等
何
か
ら
何
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
同
窓
会
事
務
局
に
は
開
催
の
案
内

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
も
ら
い
、
封

筒
・
会
誌
を
頂
き
、
紙
上
を
借
り
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

修
道
創
始

修
道
創
始
3
0
0

3
0
0
周
年
と

周
年
と�

�
�

�
��

高
校
高
校
1717
回
生
卒
業

回
生
卒
業
6060
周
年
を
祝
う

周
年
を
祝
う

信
原
　
憲
治
（
高
17
回
）

わ
が
修
道
学
園
は
17

2
5
（
享
保

10
）
年
広
島
に
開
設
さ
れ
た
広
島
藩
の
藩

校
「
講
学
所
」
を
起
源
と
し
、
昨
年
11
月

４
日
め
で
た
く
創
始
3
0
0
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

学
園
で
は
新
校
舎
が
無
事
完
成
し
、

多
彩
な
記
念
行
事
が
と
り
行
わ
れ
る
な

か
、
創
立
記
念
日
の
11
月
４
日
を
は
さ
ん

で
前
後
１
週
間
、
発
祥
地
で
あ
る
広
島
城

の
夜
空
に
３
本
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
光
の

筋
が
力
強
く
輝
き
ま
し
た
。
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
修
道
中
学

校
・
修
道
高
等
学
校
、
広
島
修
道
大
学
、

広
島
修
道
大
学
ひ
ろ
し
ま
協
創
中
学
校
・

高
等
学
校
の
３
校
か
ら
な
る
修
道
学
園
の

3
0
0
周
年
を
祝
し
夜
空
に
輝
く
３
本
の

光
は
同
窓
生
に
と
り
ま
し
て
も
、
広
島
と

い
う
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
修
道
の

長
い
歴
史
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
馳
せ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

我
々
高
校
17
回
生
に
と
り
ま
し
て
修

道
3
0
0
周
年
の
記
念
す
べ
き
こ
の
年
が

高
校
卒
業
60
周
年
と
丁
度
重
な
り
積
極
的

に
諸
活
動
を
す
す
め
ま
し
た
。

先
ず
９
月
６
日
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
広
島
で
開
催
さ
れ
た
3
0
0
周
年
を

祝
う
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
大
会
は

7
0
0
名
を
超
え
る
大
盛
会
と
な
り
ま
し

た
が
、
17
回
生
は
有
志
15
名
が
ワ
ン
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
、
当
日
記
念
に
い
た
だ
い
た

修
道
６
色
ネ
ク
タ
イ
を
全
員
着
用
し
て

3
0
0
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。
尚
、
本
同

窓
大
会
の
幹
事
は
17
回
の
我
々
よ
り
丁
度

50
年
若
い
67
回
の
皆
さ
ん
が
立
派
に
つ
と

め
ら
れ
、
会
の
終
わ
り
に
御
礼
の
握
手
を

交
わ
し
て
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

次
に
17
回
生
卒
業
60
周
年
記
念
同
期

会
は
９
月
20
日
ホ
テ
ル
広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ

で
開
催
し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
の
同
期
会

に
先
だ
っ
て
同
日
午
後
希
望
者
18
名
が
新

し
く
な
っ
た
母
校
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
池
田
事
務
局
長
様
、
小
島
様
に
記

念
品
室
や
体
育
館
、
敬
道
館
そ
し
て
渡
り

廊
下
の
西
側
の
十
竹
ホ
ー
ル
や
食
堂
、
修

道
広
場
等
を
ご
案
内
い
た
だ
き
、
立
派
に

な
っ
た
現
キ
ャ
ン
パ
ス
で
60
年
前
の
修
道

を
回
想
し
な
が
ら
懐
か
し
い
一
時
を
す
ご

し
ま
し
た
。

続
い
て
同
日
17
時
か
ら
サ
ン
プ
ラ
ザ

に
場
所
を
移
し
て
卒
業
60
周
年
記
念
同
期

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
記
念
す
べ

き
年
で
あ
り
各
組
の
幹
事
が
ク
ラ
ス
毎
に

手
分
け
し
て
事
前
に
呼
び
か
け
を
徹
底
し

た
結
果
、
札
幌
・
東
京
・
大
阪
か
ら
の
参

加
も
含
め
、57
名
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

先
ず
こ
の
一
年
間
に
な
く
な
ら
れ
た
方
々

に
黙
祷
を
捧
げ
て
会
は
始
ま
り
、
お
互
い

高
校
卒
業
後
60
年
と
い
う
年
輪
を
重
ね
て

卒業六十八周年同期会　集合写真

300周年記念同窓大会　於　リーガロイヤルホテル広島

広島城に輝く３本の光の筋
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き
た
こ
と
を
痛
感
し
つ
つ
、
近
況
交
換
や

健
康
談
議
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
最
後

に
全
員
が
輪
に
な
り
肩
を
組
ん
で
校
歌
斉

唱
し
、
ま
た
一
年
後
の
元
気
で
の
再
会
を

誓
い
あ
い
ま
し
た
。

17
回
生
一
同
は
今
年
80
歳
の
傘
寿
を

迎
え
る
年
と
な
り
ま
し
た
が
、「
継
続
は

力
な
り
」
こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
限
り

毎
年
同
期
会
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に

母
校
の
同
窓
会
活
動
に
も
微
力
を
尽
く
し

て
い
こ
う
と
誓
い
合
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
わ
が
修
道

が
こ
れ
か
ら
も
時
代
を
先
取
り
し
な
が

ら
、
創
始
4
0
0
年
へ
む
け
て
着
実
に
前

進
を
と
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

喜
寿
の
祝
宴　

喜
寿
の
祝
宴　
４４
月月
1414
日
、長
岡
京
市・

日
、長
岡
京
市・

��

錦
水
亭
で
タ
ケ
ノ
コ
料
理
を
満
喫

錦
水
亭
で
タ
ケ
ノ
コ
料
理
を
満
喫

木
下
　
行
就
（
高
20
回
）

我
々
、
近
畿
修
道
20
期
会
は
1
9
9
1

年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
36
年
に
な
り
ま

す
。名

簿
の
う
え
で
は
、
20
期
の
同
窓
生
は

約
50
名
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
私
た
ち
が
把
握
で
き
て
い
る
同
級
生

は
、
約
25
名
。
そ
の
う
ち
、
常
時
連
絡
を

取
り
合
い
、
恒
常
的
に
同
窓
会
に
参
加
さ

れ
る
方
は
約
13
～
15
名
く
ら
い
で
す
。
こ

の
間
亡
く
な
ら
れ
た
同
窓
生
は
４
名
で
す
。

居
住
地
が
京
都
府
・
大
阪
府
・
滋
賀
県
・

奈
良
県
・
兵
庫
県
・
和
歌
山
県
の
２
府
４

県
と
い
う
広
域
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

大
阪
梅
田
が
会
場
に
な
り
ま
す
。
同
窓
会

は
、
大
体
年
二
回
で
７
月
に
暑
気
払
い
の

会
、
11
月
に
忘
年
会
を
実
施
。
同
窓
会
と

言
っ
て
も
、
特
に
堅
苦
し
い
モ
ノ
で
は
な

く
、
仲
間
が
顔
を
合
わ
し
て
、
酒
食
を
共

に
す
る
と
い
う
も
の
で
、
人
数
も
少
な
い

の
で
、
い
つ
も
打
ち
解
け
た
楽
し
い
集
ま

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
2
0
2
6
年
は
「
喜
寿
」
の
年

に
当
た
る
の
で
、
そ
の
祝
い
を
か
ね
て
、

４
月
14
日
（
火
）
京
都
府
長
岡
京
市
の
長

岡
天
満
宮
・
錦
水
亭
の
「
タ
ケ
ノ
コ
会
席
」

に
て
同
窓
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
出
席
者

は
、
広
島
か
ら
修
道
同
窓
会
の
穴
田
幹
事

を
迎
え
、
13
名
で
し
た
。

ま
ず
、
こ
の
辺
り
（
乙
訓
郡
）
は
昔

か
ら
有
名
な
筍
の
産
地
で
す
。
会
場
と

な
っ
た
長
岡
京
市
の
錦
水
亭
（
明
治
14
年

創
業
）
は
タ
ケ
ノ
コ
料
理
の
料
亭
と
し
て

有
名
で
、
こ
の
時
期
は
な
か
な
か
予
約
が

取
れ
な
い
と
い
う
人
気
の
名
店
で
す
。

も
と
も
と
、
こ
の
辺
り
は
、
江
戸
時

代
八
条
宮
家
（
の
ち
に
桂
宮
家
）
の
領
地

だ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
八
条
宮
と
い
う
の

は
、
桂
離
宮
を
建
て
た
智
仁
・
智
忠
親
子

を
初
代
・
二
代
と
す
る
親
王
家
で
す
。
八

条
宮
家
が
長
岡
天
満
宮
を
整
備
し
、
八

条
ヶ
池
を
造
成
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
風

光
明
媚
な
景
観
が
残
さ
れ
て
き
た
と
言
え

ま
す
。

錦
水
亭
は
、
八
条
ヶ
池
の
う
え
に
、

数
寄
屋
造
り
の
屋
形
を
構
え
、
そ
こ
を
座

敷
と
し
て
日
本
料
理
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
３
月
半
ば
か
ら
５
月
初
め
に
か
け
て

筍
料
理
が
有
名
で
、
各
地
か
ら
多
く
の
客

を
迎
え
ま
す
。
池
の
ま
わ
り
に
、
４
月
半

ば
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
真
っ
赤
な
キ
リ

シ
マ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
ほ
こ
り
、
華
や
か
さ

で
包
ま
れ
ま
す
。

池
の
上
に
建
て
ら
れ
た
屋
形
は
、
障

子
を
開
け
る
と
、
池
の
水
面
を
通
る
心
地

よ
い
風
が
部
屋
の
中
に
入
っ
て
き
て
、
そ

の
中
で
美
味
し
い
タ
ケ
ノ
コ
料
理
を
満
喫

し
ま
し
た

食
事
の
後
、
錦
水
亭
の
上
に
あ
る
長

岡
天
満
宮
に
参
詣
し
、
喜
寿
の
祝
賀
を
祝

い
ま
し
た
。
つ
い
で
な
が
ら
、
道
真
は
丑

年
生
ま
れ
で
す
。
同
じ
丑
年
生
ま
れ
の

我
々
が
、
喜
寿
の
年
に
天
満
宮
に
参
詣
で

き
た
こ
と
は
偶
然
で
す
が
、
良
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

修道高校17回生卒業60周年記念同期会　於　ホテル広島サンプラザ

集合写真
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修
道
魂
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）、

修
道
魂
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）、

��

両
親
・
先
輩
へ
の
感
謝

両
親
・
先
輩
へ
の
感
謝

平
井
　
伸
治
（
高
24
回
）

１ 

良
か
っ
た
話

質
実
剛
健
、
知
徳
併
進
、
枠
に
は
め

な
い
校
風
と
挑
戦
者
の
気
概
、『
修
道
魂
』。

堅
実
で
派
手
さ
は
な
く
、
バ
ン
カ
ラ

な
面
も
あ
り
、
校
則
は
厳
し
く
な
く
、
昼

休
み
は
み
ん
な
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
楽
し

む
。将
来
は
何
か
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
、

心
に
秘
め
た
想
い
『
修
道
魂
』
を
培
っ
た

６
年
間
は
何
も
の
に
も
代
え
ら
れ
な
い
貴

重
な
経
験
で
す
。

２ 

思
い
出

在
学
中
に
大
学
の
学
生
運
動
の
影
響

あ
り
、
一
部
の
学
内
高
校
生
に
よ
っ
て
、

校
舎
が
一
部
封
鎖
さ
れ
よ
う
と
し
ま
し

た
。機
動
隊
が
学
内
に
導
入
さ
れ
た
時
に
、

在
校
生
が
機
動
隊
に
猛
反
発
し
て
大
変
も

め
ま
し
た
。
そ
の
際
、
当
時
の
高
校
主
事

（
今
日
に
お
け
る
教
頭
） 

楢
崎
達
二
先
生

が
奮
闘
さ
れ
て
、
大
事
に
至
ら
な
い
よ
う

に
対
応
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
学
生
運
動
を
契
機
と
し
て
、

「
エ
リ
ー
ト
」
で
は
な
く
「
世
の
中
の
た

め
に
役
立
つ
人
」
を
目
指
す
こ
と
を
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
後
に
、
関
東
・
近
畿
・

広
島
の
同
窓
大
会
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
と
て
も
良
い
思
い
出
で
あ
り
、

現
在
進
行
形
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

３ 

次
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

私
は
、
３
浪
ま
で
し
な
が
ら
普
通
の

私
立
大
学
へ
や
っ
と
入
学
。
そ
れ
で
も
あ

き
ら
め
な
い
で
人
生
に
希
望
を
持
ち
続

け
、
大
学
４
年
生
の
時
に
チ
ャ
ン
ス
が

巡
っ
て
来
ま
し
た
。

私
が
所
属
す
る
４
年
生
ゼ
ミ
の
教
授

に
、
つ
く
ば
市
に
あ
る
現
在
の
環
境
省 

国
立
環
境
研
究
所 

研
究
員
の
方
か
ら
ご

依
頼
が
あ
り
、
私
は
研
究
所
へ
通
っ
て
卒

業
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
輩
方
か
ら
親
身
の

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
研
究
所
の
近
く
に

あ
る
国
立
の
大
学
大
学
院 

環
境
科
学
研

究
科
の
入
学
試
験
に
、
本
当
に
お
蔭
様
で

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

父
が
自
分
の
生
命
保
険
を
解
約
し
て
入
学

に
必
要
な
学
資
を
準
備
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
今
の
私
は
あ
り
ま

せ
ん
。

引
き
続
き
研
究
所
で
お
世
話
に
な
り
、

修
士
論
文
は
、
研
究
所
の
世
界
初
大
型

レ
ー
ザ
ー
レ
ー
ダ
で
気
象
観
測
し
た
デ
ー

タ
を
ま
と
め
、
代
表
と
し
て
日
本
気
象
学

会
で
発
表
し
ま
し
た
。さ
ら
に「
ミ
ス
タ
ー

環
境
庁
」
と
言
わ
れ
、
筑
波
大
学
、
東
京

大
学
の
教
授
に
な
ら
れ
た
橋
本
道
夫
先
生

に
、
直
接
人
生
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

日
本
国
内
か
ら
世
界
へ
向
か
う
人
生
へ
と

大
き
く
舵
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」 

回
復
力
は
、
私
の

両
親
の
支
援
と
『
修
道
魂
』
を
持
ち
続
け

た
お
蔭
様
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
系
、
外
資
系
の
会
社
で
キ
ャ
リ
ア

を
重
ね
、リ
ス
ト
ラ
も
経
験
し
ま
し
た
が
、

「
学
ぶ
」
こ
と
は
続
け
ま
し
た
。

総
務
省
の
無
線
免
許
や
I
T 

関
連
の

国
際
資
格
４
つ
取
得
し
19
ヶ
国
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
仕
事
。
海
外
出
張
21
回
、
英
会
話

で
パ
ソ
コ
ン
W
E
B
会
議
は
1
3
0
0
回

以
上
。

現
在
、
お
蔭
様
で
楽
天
モ
バ
イ
ル
に

て
、
20
〜
30
才
代
の
95
％
外
国
人
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
英
会
話
で
お
仕
事
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

修
道
創
始
3
0
0
周
年
同
窓
大
会
で

は
、
楽
天
グ
ル
ー
プ 

ぐ
る
な
び
C
E
O

杉
原
章
郎
さ
ん
（
高
40
回
）
に
ご
挨
拶
い

た
し
ま
し
た
。

世
界
の
３
つ
の
巨
大
通
信
会
社
（
A
T

＆
T
、
N
T
T
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
）
が

な
し
え
な
か
っ
た
、
世
界
初
の
技
術
（
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
ベ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
た
通
信

設
備
お
よ
び
低
軌
道
衛
星
と
ス
マ
ホ
の
直

接
通
信
シ
ス
テ
ム
）
を
駆
使
し
た
通
信

サ
ー
ビ
ス
業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
冥
利
に
尽
き
ま
す
。「
感
謝
の
言

葉
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

修
道
で
培
っ
た
『
修
道
魂
』
は
宇
宙

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
天
の
意
思
、
そ
れ

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

修
道
の
後
輩
の
皆
さ
ま
へ
次
の
言
葉

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
修
道
魂
持
ち
続
け
、
天
意
悟
っ
て

尽
く
せ
世
界
に
！
』　

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

3636
期
生
還
暦
同
窓
会
開
催

期
生
還
暦
同
窓
会
開
催��

��

ま
で
の
歩
み

ま
で
の
歩
み

酒
井
　
ま
ろ
（
高
36
回
）

2
0
2
5
年
８
月
16
日
、「
修
道
36
期

生
還
暦
同
窓
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懐
か
し
い
同
級
生
、
そ
し
て
恩
師
の

先
生
方
が
一
堂
に
会
し
、
笑
顔
と
感
動
に

包
ま
れ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
同
窓
会
は
、
2
0
2
1
年
の
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
外
出
も
難
し

い
時
期
、
同
級
生
同
士
で
始
め
た
リ
モ
ー

ト
飲
み
会
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
最
初
は

体育祭、先頭の丸坊主、平井伸治
【高24回卒業アルバムより】

中央は楢崎達二先生　学内の高校生に詰め寄られた時の写真
【高24回卒業アルバム裏表紙より】

300周年記念同窓大会24回生集合写真（敬称略）
後列左から 山内義治、川西昌弘、仁井勝三、小田光登、田中茂、平井伸治、岩本芳見

前列左から 横山健次、矢野隆、藤田省蔵、八谷忠伸、下田保清

楽天グループ会社、本社ロビーにて
同僚 アフリカ・ザンビア国出身、秋田大学大学院修了

コロコ・ラブソンさんと
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修
道
の
後
輩
の
皆
さ
ま
へ
次
の
言
葉

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
修
道
魂
持
ち
続
け
、
天
意
悟
っ
て

尽
く
せ
世
界
に
！
』　

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

3636
期
生
還
暦
同
窓
会
開
催

期
生
還
暦
同
窓
会
開
催��

��

ま
で
の
歩
み

ま
で
の
歩
み

酒
井
　
ま
ろ
（
高
36
回
）

2
0
2
5
年
８
月
16
日
、「
修
道
36
期

生
還
暦
同
窓
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懐
か
し
い
同
級
生
、
そ
し
て
恩
師
の

先
生
方
が
一
堂
に
会
し
、
笑
顔
と
感
動
に

包
ま
れ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
同
窓
会
は
、
2
0
2
1
年
の
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
外
出
も
難
し

い
時
期
、
同
級
生
同
士
で
始
め
た
リ
モ
ー

ト
飲
み
会
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
最
初
は

近
況
報
告
や
昔
話
を
楽
し
む
だ
け
の
集
ま

り
で
し
た
が
、
2
0
2
3
年
１
月
頃
か
ら

「
還
暦
同
窓
会
を
や
ろ
う
」
と
い
う
声
が

上
が
り
、
本
格
的
な
準
備
が
ス
タ
ー
ト
。

幹
事
団
を
中
心
に
２
年
以
上
に
わ
た
り
会

議
を
重
ね
、
開
催
日
を
2
0
2
5
年
８
月

16
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

名
簿
だ
け
で
な
く
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
グ
ル
ー
プ
も
活
用
し
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
登
録
者
は
145


名
か
ら
187


名

へ
拡
大
。
さ
ら
に
ハ
ガ
キ
や
口
コ
ミ
で

声
を
掛
け
合
い
、
最
終
的
に
は
参
加
者

1
2
0
名
を
超
え
る
大
規
模
な
同
窓
会
と

な
り
ま
し
た
。

当
初
は
広
島
と
東
京
の
２
会
場
を
リ

モ
ー
ト
で
結
ぶ
計
画
で
し
た
が
、「
や
は

り
広
島
で
直
接
会
い
た
い
」
と
い
う
思
い

が
強
ま
り
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広

島
で
の
開
催
を
中
心
に
、
遠
方
の
仲
間
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
参
加
し
て
も
ら
う

形
へ
変
更
し
ま
し
た
。

開
催
１
年
前
か
ら
は
広
島
市
内
で
定

例
会
を
重
ね
、
記
念
品
、
料
理
、
前
日
の

カ
ー
プ
観
戦
イ
ベ
ン
ト
ま
で
細
か
く
準

備
。
当
日
は
横
山
君
が
構
築
し
た
配
信
シ

ス
テ
ム
に
も
支
え
ら
れ
、
多
く
の
リ
ア
ル

参
加
者
と
リ
モ
ー
ト
参
加
者
、
そ
し
て
恩

師
で
あ
る
玉
置
先
生
、
川
手
先
生
、
田
阪

先
生
、
横
洲
先
生
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
修
学
旅
行
、
林
間
学
校
、

臨
海
学
校
、
体
育
祭
、
文
化
祭
、
部
活
動

な
ど
の
懐
か
し
い
写
真
が
映
し
出
さ
れ
、

み
ん
な
一
気
に
青
春
時
代
へ
戻
り
ま
し

た
。
私
は
司
会
と
三
味
線
都
々
逸
を
担
当

し
ま
し
た
が
、
恩
師
の
前
で
修
道
伝
説
の

「
女
子
校
数
え
唄
」
を
披
露
す
る
こ
と
に

な
り
、
冷
や
汗
を
か
く
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。そ

し
て
最
後
は
、
会
場
全
員
で
の
校

歌
斉
唱
。
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

普
段
な
か
な
か
連
絡
の
取
れ
な
い
同

級
生
や
恩
師
と
再
会
で
き
た
こ
の
日
は
、

人
生
の
中
で
も
特
別
な
宝
物
の
よ
う
な
一

日
に
な
り
ま
し
た
。

（
※
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
く
れ
た
酒
井

麿
く
ん
は
、
2
0
2
6
年
６
月
27
日
に
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。 

─
─ 

36
回
生
一
同
）

恩師の先生方（前列中央4名）
（左から：玉置先生、横洲先生、川手先生、田阪先生）

懐かしの写真上映とリモート参加者

酒井まろくんのミニライブ

会場全員での校歌斉唱修道高校36回還暦同窓会　集合写真



23

１
．修
道
学
園
同
窓
会
連
合
会事
　
項

実
施
日

備
　
考

監
査
会

2025年
５
月
23日

㈮
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

正
副
会
長
会
議
，
幹
事
会
・
評
議
員
会
（
６
月
）

2025年
６
月
27日

㈮
ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

正
副
会
長
会
議
，
幹
事
会
・
評
議
員
会
（
３
月
）

2026年
３
月
13日

㈮
ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

２．修
道
学
園
（中
・高
）同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
項

実
施
日

備
　
考

正
副
会
長
会
議
，
幹
事
会
・
評
議
員
会
（
６
月
）

2025年
６
月
27日

㈮
ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

会
報
誌
「
修
道
」
№
91（

300周
年
記
念
号
）
発
行

2025年
９
月
１
日
㈪

正
副
会
長
会
議
，
幹
事
会
・
評
議
員
会
（
９
月
）

不
開
催

講
演
会
，
意
見
交
換
会

不
開
催

修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
大
会

2025年
９
月
６
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

臨
時
正
副
会
長
会
議

2026年
１
月
16日

㈮
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

第
78回

修
道
高
等
学
校
卒
業
式
（
同
窓
会
入
会
式
）

2026年
３
月
１
日
㈰

修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

正
副
会
長
会
議
，
幹
事
会
・
評
議
員
会
（
３
月
）

2026年
３
月
13日

㈮
ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

	
⑵
同
窓
大
会
・
支
部
総
会
総
会
名

開
催
日

備
　
考

学
校
見
学
会
（
同
窓
大
会
企
画
）

2025年
９
月
６
日
㈯

修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

300周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
同
窓
大
会
企
画
）

2025年
９
月
６
日
㈯

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

300周
年
記
念
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
同
窓
大
会
企
画
）

2025年
９
月
６
日
㈯

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
―

修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
大
会

2025年
９
月
６
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

関
東
支
部
の
つ
ど
い

2025年
７
月
14日

㈪
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

近
畿
支
部
総
会

2025年
12月

７
日
㈰

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

九
修
会
総
会

2025年
11月

16日
㈰

博
多
八
仙
閣
本
店

東
部
修
道
会
総
会

2025年
10月

11日
㈯

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

江
能
修
友
会
総
会

2025年
６
月
22日

㈰
um
inos

修
道
医
会
総
会

2025年
８
月
２
日
㈯

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会

2025年
11月

15日
㈯

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

広
島
市
修
道
会
総
会

2026年
２
月
４
日
㈬

広
島
市
文
化
交
流
会
館

	
⑶
活
動
支
援
　
　
※
高
校
7
8
回
生
に
卒
業
記
念
品
を
贈
呈

	
　
　
　
　
　
　
　
※
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校
「
運
動
班
・
文
化
班
等
」
の
活
動
支
援
（
激
励
費
支
給
）

事
　
項

実
施
日

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
少
林
寺
拳
法
大
会
　
単
独
・
団
体

2025年
７
月
23日

～
７
月
25日

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
自
転
車
競
技
大
会

　
ト
ラ
ッ
ク
競
技
（
４
km
速
度
競
争
）・
ロ
ー
ド
競
技

2025年
７
月
30日

～
８
月
３
日

第
19回

全
国
中
学
生
少
林
寺
拳
法
大
会
　
単
独
・
団
体
演
武

2025年
８
月
１
日
～
８
月
３
日

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
登
山
大
会

2025年
８
月
５
日
～
８
月
９
日

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会
　
200m

平
泳
ぎ

2025年
８
月
17日

～
８
月
20日

第
52回

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　
男
子
100ｍ

2025年
８
月
17日

～
８
月
20日

FID
A
 W
O
R
LD
 C
U
P
 2025（

ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
）

2025年
９
月
25日

～
９
月
28日

第
56回

U
16陸

上
競
技
大
会
　U
16男

子
150m

2025年
10月

17日
～
10月

19日

事
　
項

実
施
日

第
16回

全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会
　
男
子
リ
ー
ド

2025年
12月

20日
・
21日

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
国
際
会
議
2026東

京
・
丸
の
内
S
tudent A

m
bassador

2026年
２
月
18日

・
19日

第
12回

［
2025年

度
］
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
（
U
17）

水
球
競
技
選
手
権
大
会

2026年
３
月
18日

～
３
月
22日

第
48回

（
2025年

度
）
全
国
JO
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会

2026年
３
月
26日

～
３
月
30日

３．広
島
修
道
大
学
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
項

実
施
日

備
　
考

ア
ル
マ
ガ
ゼ
ッ
ト
№
53発

行
2025年

10月
１
日
㈬

第
61回

広
島
修
道
大
学
同
窓
大
会

2025年
11月

１
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

広
島
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加

2025年
５
月
３
日
～
５
日

	
⑵
支
部
総
会

総
会
名

開
催
日

備
　
考

九
州
修
大
会

2025年
６
月
７
日
㈯

ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多

中
部
修
大
会

2025年
６
月
28日

㈯
ス
ト
リ
ン
グ
ス
ホ
テ
ル
名
古
屋

宇
部
修
大
会

2025年
11月

30日
㈰

国
際
ホ
テ
ル
宇
部

岡
山
修
大
会

2025年
８
月
30日

㈯
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
岡
山

三
次
修
大
会

2025年
11月

22日
㈯

森
新

福
山
修
大
会

2025年
９
月
６
日
㈯

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

関
東
修
大
会

2025年
９
月
20日

㈯
グ
レ
ー
ス
バ
リ
秋
葉
原

周
南
修
大
会

2025年
11月

15日
㈯

敦
煌

岩
国
修
大
会

2025年
９
月
27日

㈯
花
善

関
西
修
大
会

2025年
10月

４
日
㈯

ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
西
梅
田

長
﨑
修
大
会

2025年
10月

11日
㈯

花
り
ん

北
海
道
修
大
会

2025年
６
月
14日

㈯
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
イ
ン
札
幌

日
本
海
修
大
会

2025年
10月

18日
㈯

G
U
Z
EL

香
川
修
大
会

2025年
11月

８
日
㈯

ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き

鹿
児
島
修
大
会

2025年
12月

６
日
㈯

み
や
ま
本
舗

愛
媛
修
大
会

2026年
２
月
21日

㈯
東
急
R
EIホ
テ
ル

４．広
島
修
道
大
学
大
学
院
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
項

実
施
日

備
　
考

2025年
度
広
島
修
道
大
学
大
学
院
総
会

2025年
8月
30日

㈯
多
津
満

５．鈴
峯
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
項

実
施
日

備
　
考

鈴
峯
同
窓
会
総
会

不
開
催

隔
年
開
催
の
た
め

修
道
学
園
同
窓
会
連
合
会
・
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
収
支
予
算

2025（
令
和

7）年
度
　
事
業
報
告

（
2025年

４月
１日
～
2026年

３月
31日

）
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（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

入
会
金

828,000
825,000

3,000
＠
3,000円

×
275名

（
2025年

度
高
３）

終
身
会
費

1,932,000
1,925,000

7,000
＠
7,000円

×
275名

（
2025年

度
高
３）

名
簿
売
上
代

3,830,000
4,153,300

△
323,300

名
簿
38号

還
元
金
、
＠
6,000円

×
20冊

預
金
利
息

6,000
50,805

△
44,805

普
通
預
金
利
息
・
定
期
預
金
利
息

雑
収
入

200,000
97,324

102,676
2024年

度
同
窓
大
会
余
剰
金
　他

事業基金引当特定	
資産からの繰入収入

5,000,000
5,000,000

０
　

小
　
　
計

11,796,000
12,051,429

△
255,429

　
前
年
度
繰
越
金

38,500,443
38,500,443

０
　

収
入
の
部
 合
計

50,296,443
50,551,872

△
255,429

（
支
出
の
部
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

事
業
費

2,200,000
1,895,432

304,568
激
励
費

500,000
300,000

200,000
全
国
大
会
出
場
選
手
等
へ
の
激
励
費

同窓大会補助金
200,000

200,000
０

2025年
度
同
窓
大
会
補
助
金

卒業記念品料
700,000

657,332
42,668

卒
業
記
念
品

その他の事業費
800,000

738,100
61,900

会
報
誌
91号

7,000部
業
務
費

1,880,800
1,076,538

804,262
会
議
費

550,000
126,673

423,327
合
同
会
議
会
場
代
　
他

通
信
費

500,000
163,745

336,255
合同会議案内郵便代・電話代・宅急便代　他

慶
弔
費

180,800
180,800

０
支
部
総
会
祝
金
・
永
年
勤
続
表
彰
記
念
品
料

諸
費

650,000
605,320

44,680
支部助成金・印刷代・残高証明書手数料　他

そ
の
他
の
支
出

276,000
275,000

1,000
連
合
分
担
金

276,000
275,000

1,000
＠
1,000円

×
275名

（
2025年

度
高
３）

特
別
事
業
費

6,500,000
6,500,000

０
300周年同窓大会	
特別企画運営費

6,500,000
6,500,000

０
2025年

度
同
窓
大
会
特
別
企
画
補
助
金

予
備
費

（1,500,800）
499,200

499,200

小
　
　
計

11,356,000
9,746,970

1,609,030
次
年
度
繰
越
金

38,940,443
40,804,902

△
1,864,459

支
出
の
部
 合
計

50,296,443
50,551,872

 △
255,429 

 （注）予備費 1,500,800円の振替科目及び使用額は下記のとおりであり，予備費残高499,200円となる。慶弔費：800円・300周年同窓大会特別企画運営費：1,500,000円　合計：1,500,800円

2025（令
和

７）年
度

 修
道

学
園

（中
・高

）同
窓

会
資
金
収
支
決
算
書

2025（
令
和
７）年

４月
１日
か
ら
2026（

令
和
８）年

３月
31日
ま
で

（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

分
担
金

1,305,000 
1,330,000 

△
25,000 

＠
1,000円

×
1,330名

（
中
高
275名

、大
学
810名

、
大
学
院
24名
、
鈴
峯
221名

）

預
金
利
息

25,000 
57,360 

△
32,360 

普
通
預
金
利
息
・

定
期
預
金
利
息

雑
収
入

1,000 
10,000 

△
9,000 

合
同
懇
親
会

祝
い
金
　
他

小
　
　
計

1,331,000 
1,397,360 

△
66,360 

　
前
年
度
繰
越
金

30,684,430 
30,684,430 

０ 
　

収
入
の
部
 合
計

32,015,430 
32,081,790 

△
66,360 

　

（
支
出
の
部
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

業
務
費

620,000 
184,967 

435,033 
会
議
費

250,000 
70,127 

179,873 
合
同
会
議
会
場
代
　
他

通
信
費

150,000 
23,400 

126,600 
合同会議案内郵便代　他

慶
弔
費

100,000 
50,000 

50,000 
同
窓
大
会
祝
金
、

永
年
勤
続
表
彰
記
念
品
料

諸
費

120,000 
41,440 

78,560 
印
刷
代
、
残
高
証
明
書

手
数
料
　
他

予
備
費

500,000 
0 

500,000 
小
　
　
計

1,120,000 
184,967 

935,033 
次
年
度
繰
越
金

30,895,430 
31,896,823 

△
1,001,393 

支
出
の
部
 合
計

32,015,430 
32,081,790 

 △
66,360 

貸
借
対
照
表
　
2026（

令
和
８）年

３月
31日
現
在 �

（
単
位
：
円
）

資
　
産
　
の
　
部

負
債
･正
味
財
産
の
部

科
　
目

 金
　
額
 

科
　
目

 金
　
額
 

事
業
基
金
引
当
特
定
資
産

15,933,157
事
業
基
金
引
当
金

15,933,157
　
　
普
通
預
金

15,933,157
一
般
会
計
資
産

40,804,902
剰
余
金

40,804,902
　
　
普
通
預
金

12,383,234
　
　
普
通
預
金

1,421,668
　
　
定
期
預
金

27,000,000
合
　
　
　
計

56,738,059
合
　
　
　
計

56,738,059

貸
借
対
照
表
　
2026（

令
和
８
）年
３
月
31日
現
在
�

（
単
位
：
円
）

資
産
の
部

負
債
･正
味
財
産
の
部

科
　
　
　
目

金
　
額

科
　
　
　
目

金
　
額

事
業
基
金
引
当
特
定
資
産

8,550,812
事
業
基
金
引
当
金

8,550,812
　
　
普
通
預
金

8,550,812
一
般
会
計
資
産

31,896,823
剰
余
金

31,896,823
　
　
普
通
預
金

16,810,580
　
　
普
通
預
金

86,243
　
　
定
期
預
金

15,000,000
合
　
　
計

40,447,635
合
　
　
計

40,447,635

事業基金引当特定資産計算書　
2025（令和７）年４月１日から2026（令和８）年３月31日まで�（

単
位
：
円
）

支
出
の
部

収
入
の
部

項
　
　
　
目

金
　
額

項
　
　
　
目

金
　
額

残
高
証
明
書
発
行
手
数
料

550
預
金
利
息

13,733
小
　
　
計

550
小
　
　
計

13,733
次
年
度
繰
越
金

8,550,812
前
年
度
繰
越
金

8,537,629
合
　
　
計

8,551,362
合
　
　
計

8,551,362

事業基金引当特定資産計算書　
2025（令和7）年４月１日から2026（令和8）年３月31日まで�（

単
位
：
円
）

支
　
出
　
の
　
部

収
　
入
　
の
　
部

科
　
　
　
目

金
　
額

科
　
　
　
目

金
　
額

残
高
証
明
書
発
行
手
数
料

330
預
金
利
息

29,893
300周

年
同
窓
大
会
特
別
企
画

運
営
補
助
の
た
め
の
取
崩

5,000,000

小
　
　
計

5,000,330
小
　
　
計

29,893
次
年
度
繰
越
金

15,933,157
前
年
度
繰
越
金

20,903,594
合
　
　
計

20,933,487
合
　
　
計

20,933,487

2025（令
和

７）年
度
 修

道
学
園
同
窓
会
連
合
会

資
金
収
支
決
算
書

2025（
令
和
７
）年
４
月
１
日
か
ら
2026（

令
和
８
）年
３
月
31日
ま
で

（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

決
　
算

摘
　
　
要

広
告
収
入

5,270,000
協
賛
広
告
、
同
期
会
広
告

会
員
券
裏
面
広
告
協
賛

150,000
株
式
会
社
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
様

チ
ケ
ッ
ト

5,387,000
711枚

販
売

祝
金

200,000
学
校
法
人
修
道
学
園
、
修
道
中
学
校
・

修
道
高
等
学
校
　
他

記
念
品
売
上

1,750,000
300周

年
カ
ー
プ
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
、

学
年
色
別
ネ
ク
タ
イ

預
金
利
息

3,868
９
月
・
３
月
普
通
預
金
利
息

寄
附
金

2,665
小
　
　
計

12,763,533
同
窓
大
会
補
助
金

200,000
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会
よ
り

収
入
の
部
　
合
計

12,963,533

（
支
出
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

決
　
算

摘
　
　
要

大
会
チ
ケ
ッ
ト
作
製
費

99,000
1,000枚

大
会
誌
作
製
費

2,128,500
1,150冊

大
会
運
営
費

7,589,737
　
会
場
費

4,858,137
　
　
料
理・室

料・レ
セ
プ
タ
ント

1,897,000
　
　
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
プ
ラ
ン

2,132,289
　
　
音
響・映

像・設
営・印

刷
等

121,200
　
　
サ
ー
ビ
ス
料

273,000
　
　
消
費
税

434,648
　
そ
の
他

2,731,600

　
　
記
念
品
関
係
支
出

2,541,600
学
年
色
別
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
、『
男
子
校
の
生

態
』
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
300周

年
カ
ー
プ

コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
、
学
年
色
別
ネ
ク
タ
イ

　
　
司
会
謝
礼

60,000
本
名
正
憲
様

　
　
そ
の
他
謝
礼
金

130,000
同
窓
大
会
誌
題
字
筆
耕
料
、
ヒ
ロ
コ
シ
グ
ル
ー
プ
様

広
告
宣
伝
費

165,000
広
島
朝
日
広
告
社
様

会
議
費

359,821
打
ち
合
わ
せ
費
用
　
他

交
通
費

290,049
広
告
訪
問
移
動
費
、
各
支
部
懇
親
会
参
加
旅
費
　
他

通
信
費

134,660
郵
送
代
、
資
料
送
付
代
　
他

諸
会
費

77,000
各
支
部
懇
親
会
費
　
他

交
際
費

202,080
運
営
ス
タ
ッ
フ
慰
労
会
、
支
部
手
土
産
用
菓
子
折
代
　
他

雑
費

179,904
事
務
用
品
費
（
封
筒
・
ポ
ス
タ
ー
・
イ
ン
ク
他
）、

振
込
手
数
料
　
他

小
　
　
　
計

11,225,751
一
部
繰
り
入
れ
金

1,737,782
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会
へ

支
出
の
部
　
合
計

12,963,533

2025（
令
和
7）年

度
 修

道
学
園
（中

・高
）同

窓
大
会

収
支
決
算
書

2025（
令
和
７）年

４月
１日
か
ら
2026（

令
和
８）年

３月
31日
ま
で



25

（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
  異

摘
　
　
　
要

300周
年
同
窓
大
会

特
別
企
画
運
営
費

5,000,000
6,500,000

△
1,500,000

修道学園（中・高）同窓会より

預
金
利
息

０
2,252

△
2,252

９
月
・
３
月
利
息

収
入
の
部
　
合
計

5,000,000
6,502,252

△
1,502,252

（
支
出
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
  異

摘
　
 　
要

大
会
運
営
費

5,000,000
6,397,807

△
1,397,807

記
録
撮
影
費

319,000
209,000

110,000
会
場
費

325,835
325,835

０
ホール・楽屋等使用料

152,500
152,500

０
広島県民文化センター　ホール代　他

音響・映像・設営・印刷等
173,335

173,335
０

看
板
、
ポ
ッ
プ
ス
タ
ン
ド
　
他

企
画
費（
学
校
見
学
会
）

55,000
55,000

０
送
迎
バ
ス
代

55,000
55,000

０
学
校
⇒
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
３便

企
画
費（
コ
ン
サ
ー
ト
）

137,385
260,500

△
123,115

スクールバンド班謝礼
75,510

200,000
△
124,490

楽器運搬費
61,875

60,500
1,375

企画費（トークセッション）
1,600,000

1,851,860
△
251,860

ゲ
ス
ト
費（
５名
）

1,600,000
1,851,860

△
251,860

山
中
様
、伊
藤
様
、杉
原
様
、

西
村
様
、
コ
ン
テ
く
ん
様

企
画
費
（
同
窓
大
会
）

2,256,480
3,389,312

△
1,132,832

食
堂
コ
ー
ナ
ー

276,480
248,832

27,648
か
け
そ
ば
・
か
け
う
ど
ん

各
150食

、
カ
レ
ー
200食

記
念
品（
ネ
ク
タ
イ
）

1,980,000
3,036,000

△
1,056,000

６
色
統
一
ネ
ク
タ
イ

記念品（ネクタイ）
送付代

０
104,480

△
104,480

当
日
記
念
品
を
お
渡
し
で
き

な
か
っ
た
方
へ
の
送
付
料

企
画
運
営
諸
経
費

306,300
306,300

０
弁
当
・
飲
料
代

188,412
188,412

０
お
弁
当
、
お
茶
　
他

世話人案内用Tシャツ代
99,000

99,000
０

漫
画
『
男
子
校
の
生
態
』

コ
ラ
ボ
Tシ
ャ
ツ

雑
費

18,888
18,888

０
振
込
手
数
料
、
楽
屋
菓
子
代
　
他

予
備
費

(375,045)０
０

小
　
　
計

5,000,000
6,397,807

△
1,397,807

一
部
繰
り
入
れ
金

０
104,445

△
104,445

修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会
へ

支
出
の
部
　
合
計

5,000,000
6,502,252

△
1,502,252

（
注
）１．
�予
算
額
は
2024年

度
３
月
幹
事
会
資
料
４
－
２『
2025（

令
和
７
）
年
度
　
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
大
会
【
特
別
会
計
】

想
定
収
支
書
』
の
想
定
額
と
す
る
。

２
．
支
出
の
部
に
お
け
る
△
は
予
算
額
か
ら
の
不
足
額
を
し
め
す
。

３
．「
300周

年
同
窓
大
会
特
別
企
画
運
営
費
」
に
つ
い
て
、
追
加
1,500,000円

の
内
訳
概
算
額
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
・
企
画
費
（
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
ゲ
ス
ト
費
　
　
：
   250,000円

　
　
　【
予
算
段
階
で
ゲ
ス
ト
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
】

　
　
・
記
念
品
（
ネ
ク
タ
イ
）
追
加
作
成
代
及
び
送
付
代
：
1,150,000円

�
　
　
　【
来
場
予
定
者
数
を
大
幅
に
超
え
、
記
念
品
が
不
足
し
た
た
め
】

　
　
・
大
会
運
営
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
   100,000円

�
　
　
　【
予
算
段
階
で
計
上
し
て
い
な
か
っ
た
必
要
経
費
が
判
明
し
た
た
め
】

４
．
予
備
費
375,045円

の
振
替
科
目
及
び
使
用
額
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
、
予
備
費
残
高
０
円
と
な
る
。

　
　
・
会
場
費
　
　
　
　
　
　
  ：
  88,235円

�（
ホ
ー
ル
・
楽
屋
等
使
用
料
：
24,900円

、
音
響
・
映
像
・
設
営
・
印
刷
等
：
63,335円

）
　
　
・
企
画
費
（
学
校
見
学
会
）：
  55,000円

（
送
迎
バ
ス
代
：
55,000円

）
　
　
・
企
画
費
（
コ
ン
サ
ー
ト
）：
  75,510円

（
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
班
謝
礼
：
75,510円

）
　
　
・
企
画
運
営
諸
経
費
　
　
  ：
156,300円

�（
弁
当
飲
料
代：38,412円

、世
話
人
案
内
用
Tシ
ャ
ツ
代：99,000円

、雑
費：18,888円

）

修
道
学
園
（中

・高
）同

窓
大
会
　300周

年
特
別
企
画

収
支
決
算
書

2025 （
令
和
７
）年
４
月
１
日
か
ら
2026 （

令
和
８
）年
３
月
31日

ま
で

202６（
令
和

８）年
度
 修

道
学
園
同
窓
会
連
合
会

資
金
収
支
予
算
書

2026（
令
和
８）年

４月
１日
か
ら
2027（

令
和
９）年

３月
31日

ま
で

（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
  異

摘
　
　
　
要

分
担
金

1,362,000
1,305,000

57,000
各
同
窓
会
よ
り
の
分
担
金

＠
1,000円

×
1,362名

（
中
高
282名､

大
学
800名､

大
学院
24名､鈴

峯
256名）

預
金
利
息

30,000
25,000

5,000
普
通
預
金
利
息
・

定
期
預
金
利
息

雑
収
入

1,000
1,000

0

小
　
　
計

1,393,000
1,331,000

62,000

前
年
度
繰
越
金

31,896,823
30,684,430

1,212,393

収
入
の
部
　
合
計

33,289,823
32,015,430

1,274,393

（
支
出
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
  異

摘
　
 　
要

業
務
費

600,000
620,000

△
20,000

会
議
費

250,000
250,000

0
合
同
会
議
(６月

･３月
)・

監
査
会
　
他

通
信
費

130,000
150,000

△
20,000

切
手
ハ
ガ
キ
代
・

宅
急
便
代
　
他

慶
弔
費

100,000
100,000

0
同
窓
大
会
祝
金
・

永
年
勤
続
表
彰
　
他

諸
費

120,000
120,000

0
封
筒
代
・
印
刷
代
・

事
務
用
品
　
他

予
備
費

500,000
500,000

0

小
　
　
計

1,100,000
1,120,000

△
20,000

次
年
度
繰
越
金

32,189,823
30,895,430

1,294,393

支
出
の
部
　
合
計

33,289,823
32,015,430

1,274,393

（
注
）１．
△
は
前
年
度
予
算
に
比
べ
、
減
少
を
示
す
。

2
．
2025年

度
３
月
幹
事
会
審
議
に
て
、
承
認
済
み
。

2026（
令
和

８）年
度
 修

道
学
園（

中
・
高
）同

窓
会

資
金
収
支
予
算
書

2026（
令
和
８）年

４月
１日
か
ら
2027（

令
和
９）年

３月
31日

ま
で

（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
　
異

摘
　
　
要

入
会
金

846,000
828,000

18,000
@
3,000円

×
282名

(2026年
度
高
３
）

終
身
会
費

1,974,000
1,932,000

42,000
@
7,000円

×
282名

(2026年
度
高
３
）

名
簿
売
上
代

30,000
3,830,000

△
3,800,000

@
6,000円

×
５
冊

預
金
利
息

30,000
6,000

24,000
普通預金利息・  定期預金利息

雑
収
入

1,200,000
200,000

1,000,000
2025年

度
同
窓
大
会
余
剰
金
　他

事業基金引当特定資産
からの繰入収入　　　

０
5,000,000

△
5,000,000

小
　
　
計

4,080,000
11,796,000

△
7,716,000

  

前
年
度
繰
越
金

40,804,902
38,500,443

2,304,459

収
入
の
部
　
合
計

44,884,902
50,296,443

△
5,411,541

（
支
出
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
　
異

摘
　
　
要

事
業
費

2,240,000
2,200,000

40,000

　
激
励
費

500,000
500,000

0
全国大会出場選手等への激励費

　
同
窓
大
会
補
助
金

200,000
200,000

0
2026年

度
同
窓
大
会
補
助
金

　
卒
業
記
念
品
料

720,000
700,000

20,000
卒
業
記
念
品

　
そ
の
他
の
事
業
費

820,000
800,000

20,000
会
報
誌
3,000部

　
他

業
務
費

1,875,000
1,880,000

△
5,000

　
会
議
費

575,000
550,000

25,000
会
議
代
(６月

合
同・
９月・

３月
合
同
)　
他

　
通
信
費

450,000
500,000

△
50,000

電話代・切手ハガキ代・宅急便代　他

　
慶
弔
費

200,000
180,000

20,000
同窓会支部総会祝金・永年勤続表彰　他

　
諸
費

650,000
650,000

0
支部助成金・支部総会出席者旅費補助
封筒代・印刷代・事務用品　他

そ
の
他
の
支
出

282,000
276,000

6,000

　
連
合
分
担
金

282,000
276,000

6,000
@
1,000円

×
282名

(2026年
度
高
３
）

特
別
事
業
費

0
5,000,000

△
5,000,000

　
300周

年
同
窓
大
会

　
特
別
企
画
運
営
費

0
5,000,000

△
5,000,000

予
備
費

500,000
2,000,000

△
1,500,000

小
　
　
計

4,897,000
11,356,000

△
6,459,000

次
年
度
繰
越
金

39,987,902
38,940,443

1,047,459

支
出
の
部
　
合
計

44,884,902
50,296,443

△
5,411,541

（
注
）１．
△
は
前
年
度
予
算
に
比
べ
、
減
少
を
示
す
。

２
．
�昨
今
の
物
価
高
騰
等
を
考
慮
し
、
必
要
な
科
目
の
予
算
額
を
増
額
し
て
お
り
、
2025年

度
３
月
幹
事
会
審
議
に
て
、
	

承
認
済
み
。
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名
誉
会
長・

会
長・

副
会
長

職
　
名

名
　
前

卒
業
回
数

名
誉
会
長

大
下
　
龍
介

高
７

〃
髙
木
　
一
之

高
10

〃
深
山
　
英
樹

高
12

会
　
長

迫
谷
　
　
章

高
22

副
会
長

貫
名
　
　
賢

高
14

〃
伊
藤
　
學
人

高
20

〃
廣
谷
　
　
清

高
28

〃
中
村
靖
富
満

高
30

〃
鵜
野
　
徳
文

高
33

〃
大
方
幸
一
郎

高
38

〃
田
戸
　
　
亨

高
40

〃
貞
徳
　
伸
治

高
42

〃
緒
方
　
直
之

高
44

〃
三
宅
　
泰
雄

高
48

計
14名

幹
事

名
　
前

卒
業
回
数

正
副

佐
伯
　
正
司

高
５

正
鵜
野
　
俊
雄

高
６

正
本
西
　
文
雄

高
６

副
大
下
　
龍
介

高
７

正
山
下
　
　
泉

高
７

副
大
塚
淳
八
郎

高
８

正
叶
原
　
一
然

高
８

副
折
出
　
郁
三

高
９

副
横
田
　
　
守

高
９

正
池
本
　
　
章

高
10

副
髙
木
　
一
之

高
10

正
岡
野
紀
代
司

高
11

副
久
保
田
喜
之

高
11

正
深
山
　
英
樹

高
12

正
藤
原
　
泰
治

高
12

副
山
本
　
繁
生

高
12

副
猫
本
　
幸
雄

高
13

副
山
根
　
恒
弘

高
13

正
大
岡
　
征
武

高
14

副
貫
名
　
　
賢

高
14

正
静
川
　
　
周

高
15

正
加
藤
　
和
行

高
16

副
万
代
　
　
峻

高
16

正
今
井
　
誠
則

高
17

正

名
　
前

卒
業
回
数

正
副

森
本
　
　
訓

高
17

副
笹
野
　
正
明

高
18

正
三
村
　
邦
雄

高
18

副
竹
島
　
哲
郎

高
19

副
山
本
　
　
一

高
19

正
伊
藤
　
學
人

高
20

正
二
森
　
　
寛

高
21

副
藤
居
　
道
正

高
21

正
河
口
龍
太
郎

高
22

副
迫
谷
　
　
章

高
22

副
辻
井
　
正
典

高
22

正
佃
　
　
政
治

高
23

副
中
本
　
高
明

高
23

正
下
田
　
保
清

高
24

副
船
倉
　
智
雄

高
24

正
佐
伯
　
正
道

高
25

正
佃
　
　
良
和

高
25

副
土
屋
　
博
行

高
26

副
森
上
　
忠
信

高
26

正
冨
田
　
恵
治

高
27

副
福
原
　
俊
二

高
27

正
沖
野
　
恒
巳

高
28

副
廣
谷
　
　
清

高
28

正
三
浦
　
靖
彦

高
29

副
和
田
　
章
宏

高
29

正
中
村
靖
富
満

高
30

正
松
井
　
直
也

高
30

副
本
藤
　
　
修

高
30

副
久
保
田
貴
八
郎

高
31

副
豊
田
　
章
宏

高
31

正
新
藤
幸
次
郎

高
32

正
諏
訪
　
昭
浩

高
32

副
鵜
野
　
徳
文

高
33

副
佐
々
木
　
明

高
33

正
川
崎
　
博
行

高
34

正
湯
崎
　
俊
彦

高
34

副
井
上
　
　
徹

高
35

正
友
廣
　
和
照

高
35

副
大
内
　
茂
稔

高
36

正
海
生
　
知
亮

高
36

副
久
保
　
康
治

高
37

正
下
川
　
純
二

高
37

副
大
方
幸
一
郎

高
38

正

名
　
前

卒
業
回
数

正
副

中
川
　
　
晃

高
60

正
三
浦
　
基
嗣

高
60

副
鶴
　
健
太
郎

高
61

副
宮
地
　
翔
矢

高
61

正
小
羽
田
浩
志

高
62

副
八
垰
　
宏
陽

高
62

正
門
田
　
拓
海

高
63

副
田
村
　
應
崇

高
63

正
水
口
　
雄
矢

高
64

副
渡
辺
　
琢
水

高
64

正
川
崎
　
彰
仁

高
65

正
近
村
　
健
太

高
65

副
宅
見
　
優
佑

高
66

副
塚
本
　
晃
斗

高
66

正
久
保
　
　
誠

高
67

正
佐
々
木
啓
人

高
67

副
計

126名

監
査職
　
名

名
　
前

卒
業
回
数

監
　
査

中
島
　
弘
規

高
３３

〃
黒
木
　
敬
介

高
３９

〃
平
岡
　
康
治

高
４４

計
３
名

会
誌
名
簿
委
員

職
　
名

名
　
前

卒
業
回
数

委
員
長

田
戸
　
　
亨

高
４０

副
委
員
長

三
宅
　
泰
雄

高
４８

委
　
員

筒
井
　
直
樹

高
３８

〃
西
村
　
昌
浩

高
３９

〃
濱
田
　
　
茂

高
４９

〃
越
智
　
基
匡

高
５５

〃
中
川
　
　
晃

高
６０

担
当
副
会
長

大
方
幸
一
郎

高
３８

顧
　
問

中
村
靖
富
満

高
３０

計
９
名

名
　
前

卒
業
回
数

正
副

筒
井
　
直
樹

高
38

副
北
村
　
直
幸

高
39

正
栗
田
　
英
樹

高
39

副
田
戸
　
　
亨

高
40

正
藤
野
　
　
亮

高
40

副
西
田
　
天
次

高
41

正
桝
本
　
純
也

高
41

副
貞
徳
　
伸
治

高
42

副
佐
野
　
　
智

高
42

正
下
郷
　
荘
平

高
42

副
旦
　
壮
之
助

高
43

副
西
尾
　
尚
士

高
43

正
浅
川
　
智
洋

高
44

副
緒
方
　
直
之

高
44

正
田
中
健
太
郎

高
45

正
伊
藤
　
智
宏

高
46

副
谷
口
　
佳
陽

高
46

正
上
垣
内
祐
輔

高
47

正
野
口
　
隆
志

高
47

副
高
本
　
和
也

高
48

副
三
宅
　
泰
雄

高
48

正
河
野
　
修
蔵

高
49

副
堂
本
　
英
伸

高
49

正
小
川
　
文
象

高
50

正
山
村
　
和
人

高
50

副
名
和
原
　
寛

高
51

副
森
野
　
貴
雅

高
51

正
田
村
　
勇
太

高
52

正
安
本
　
芳
朗

高
52

副
赤
羽
隆
太
郎

高
53

副
大
辻
　
健
介

高
53

正
内
藤
　
貴
明

高
54

正
浜
中
　
孝
喜

高
54

副
猪
花
　
祥
雄

高
55

副
越
智
　
基
匡

高
55

正
池
田
晃
太
朗

高
56

副
佐
々
木
　
雄

高
56

正
石
徳
　
優
季

高
57

副
杉
田
　
卓
也

高
57

正
金
谷
　
将
明

高
58

正
保
田
　
大
輔

高
58

副
昌
子
　
佳
晃

高
59

正
長
谷
川
貴
大

高
59

副

任
期
：
2026（

令
和
8
）年
４
月
１
日
～
2029（

令
和
11）年

３
月
31日
ま
で

修
道

学
園（

中
・
高

）同
窓

会
 新

役
員

 �
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　昭和33年 ３ 月卒（10回卒）以前の写真を求めています。
　�　2025年に創立300周年を迎えた修道中学校・修道高等学校では、次の100年に向け、これまでの記録を長
く後生に伝えんがため、現在、所蔵資料の整理確認と、紙資料のデジタルデータ化事業を進めております。 

① 卒業アルバム
　�　本校に残ります写真のデータ化を中心に作業を急いでおりますが、残念なことに、昭和33年 ３ 月卒業（高
校10回）以前の卒業アルバムが残されておりません。
　�　つきましては、高校10回卒以前の卒業アルバムを一時本校に預けてもよいとおっしゃる方を探しており
ます。お預かりしたアルバムは大切に保管し、デジタルデータ化後（約 １年ほど時間をいただくことにな
ります。）にご返却いたします。お志のある方がいらっしゃいましたら、下記「修道学園（中・高）同窓
会事務局」までご連絡ください。

② その他写真
　�　卒業アルバムに限らず、修道中学校・修道高等学校に関わる古い写真を求めております。お送りいただ
いた写真は、デジタルデータ化し、インターネット上で皆様に閲覧していただけるようアーカイブ化して
いく予定です。

　【ご注意】
　⒈　�お送りいただいた写真はご返却できません。デジタルデータ化の後、本校にて丁重に保管させて

いただきますので、ご了解いただける場合のみご送付ください。
　⒉　�デジタルデータは、修道中学校・修道高等学校の歴史を広くご覧いただく目的で将来公開してい

く予定です。公開にご了解いただける場合のみご送付ください。
　⒊　�できましたら、写真の説明（撮影年代、状況の説明など）を同封いただけると助かります。

　�　何とぞ趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。ご不明な点がございましたら事務局までご
連絡ください。

事務局だより

ご 注 意ご 注 意
　本同窓会の名をかたって名簿を販売するケースが頻繁に起こっ
ています。不審なハガキや電話等にはお答えにならないようお願
いします。同窓会が名簿を発行する場合は、必ず同窓会長名で調
査を行います。

住所変更手続きのお願い
　会員の方で住所・電話番号・勤務先・メールアドレス等変更になった方は、変更手続きをお願いします。
　変更手続きは、修道学園（中・高）同窓会のホームページに掲載されております、同窓会事務局宛のメールア
ドレス宛に変更をご連絡いただくか、または同窓会名簿内の添付はがきで、同窓会事務局までご連絡ください。
電話・ＦＡＸでも結構です。ご協力をお願いいたします。【本ページの下部を参照ください。】

修道学園（中・高）同窓会事務局
〒730-0055　広島市中区南千田西町 ８番 １号
TEL（082）241-6686　FAX（082）249-0870　
E-mail：dosokai@shudo-h.ed.jp

【訃報】修二会よりお知らせ
　修二会（高校第 ２回卒業）の下村幸男様ならびに永谷道孝様が、ご逝
去されました。
　下村様におかれましては、長く修道学園（中・高）同窓会及び修道学
園同窓会連合会の幹事を務めていただくとともに、サッカーを通じて母
校および本同窓会と深く交流を続けてくださいました。また、現役の中
学 ２年生を対象とした平和学習において、被爆体験の語り部として、長
年にわたり貴重なお話を届けてくださいました。
　永谷様におかれましては、昭和35年 ４月に修道学園同窓会の幹事に就
任され、副会長を ３年間務められた後も、長年にわたり幹事として同窓
会の発展に多大なるご尽力を賜りました。
　ここに謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥福をお祈り申し上げます。 2025年8月6日　修道中学校・修道高等学校　原爆慰霊祭

故下村様（左）・折出眞喜男様（中央上）・故永谷様（右）


